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日本のものづくりを支える

2017年度も最高業績更新に向け邁進

当社の成長を支える３つの柱
（採用・教育・営業）

上流工程に高度技術サービスを提供

 2018年7月、創業50周年を迎える正社員技術者
派遣会社

・当社は、横浜市に本社を置き、技術者派遣、技
術プロジェクト受託を行う会社です。

・1968年に設計事務所として創業し、2018年7月
に50周年を迎えます。

・技術者を無期雇用（正社員雇用）し、お客様に
派遣して、ものづくりの上流（開発・設計領域）に
特化し高度技術サービスを提供する「正社員の
技術者派遣」が特色です。

 ワンストップの技術サービスを提供
・当社と子会社2社で全工程に対応する技術
サービスを展開しています。

 時流に合わせ幅広い業種に対応
・大手製造業を中心に約700社との取引があり、

自動車・半導体関連の需要が堅調で、売上高
上位10社が約2割（2017年度第3四半期）。
ミャンマーのヤンゴンに支店があります。

 足元の外部環境は良好
・製造業界はR&D投資が増加しており良好です。

派遣要請は根強く、高稼働率と新卒の早期稼働
が売上増に貢献しています。

 2017年度第3四半期は堅調
・第3四半期業績は堅調に推移、連結売上高は
前年同期比16.3％増、営業利益率は10.1％。
自動車関連の売上は40％を維持しています。

 2017年度通期目標を達成へ
・2017年12月期予想は、連結売上高290億円、
営業利益30億7千万円です。

・2017年2月に発表した3か年中期経営計画
（ローリング方式）では、2019年度（2019年12月
期）は連結売上高334億円、営業利益34.5億円、
ROE18%以上を計画しております。

 配当方針： 配当性向50％を維持
・2017年12月期の配当は、年間104円
（中間配当52円を実施済）を予想しております。

 日本のものづくりを支えるビジネスモデル
・当社は、「日本のものづくりを支える外部パート
ナー」です。

・お客様の製造工程で発生する、開発サイクルの
短縮化、専門分野強化、高度技術導入等の
ニーズに対し、技術者派遣や技術プロジェクト
受託で、高度技術サービスを提供しています。

 派遣技術者の約70％が開発設計業務に従事

・提供技術分野は、主に機械系、電気系、ソフト系、
化学系の4分野で、業務フェーズで見ると企画
研究・開発設計が7割以上を占めています。

① 採用 ： 正社員だから実現できる雇用の安定

・無期雇用契約で技術者を雇用しているので、
雇用が安定しています。

② 教育 ： 成長を促す企業文化、教育体系、仕組み

・人と人との心のつながりを大切にする経営理念
「Heart to Heart」に基づき、教育に力を入れ、
ヒューマン教育を大切にする社風です。

・スポーツ大会やロボコンなど、社内交流イベント
も盛んです。

③ 営業 ： 新卒～シニアまでの長期・安定的な
キャリア形成

・技術者一人ひとりのキャリア形成を考慮した
営業で、長期かつ安定的なキャリアが形成でき
ます。

取締役 経営企画部長
渡邉 信之 氏
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